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山田晴通は何ではないか

• 山田晴康ではありません



山田晴通は何ではないか

• いわゆるギークではありません
• SNS には参加していません
• Blog も Twitter も事実上やっていません
• コピーレフト主義者ではありません

• （記名をうっかり忘れた場合以外は）匿
名や捨てハンドルでの書き込みをする者
ではありません



私とウィキペディア

• ウィキペディアの存在を強く意識したの
は、自分の項目がある（2007年5月~）
と気づいたことがきっかけ

• やがてレポートの剽窃元として接する機
会が増えた…検索機能の活用は以前から
　 岡本さん曰く「ググってウィキを見る」

• 2009年4月から編集を始める



なぜルールが必要なのか

• システム（秩序）として機能している/
機能し得るものが、カオス（混沌）に
陥らないため

• カオスを招く虞れがある過剰なルール
は要らない



なぜルールが必要なのか

• 「ウィキペディアは○○ではありませ
ん」と宣言する必要があるのは、放置
すれば「○○」になる、あるいは、本
来「○○」であるから

• ウィキペディアの本質 nature は「では
ない」と宣言されているところにある







ウィキペディアの流儀

• アンサイクロペディアの項目「ウィキ
ペディアン」の記述



• ウィキペディアンはイングソックの体現
者でもある。彼らは戦争は平和である
（編集合戦、リバート合戦を行うことに
よってウィキペディアが平和になると
思っている）、自由は屈従である（アン
チ・アンサイクロペディア）、無知は力
である（要出典を貼りまくるくせに、自
分では絶対に調べようとしない）という
信念に基づいて行動している。





ウィキペディアの流儀

• 言いっぱなしの文化
　　　　　　掲示板、Twitter、etc.

• 押しの強さの文化
　　　　　　決裁者不在の空間

• 様々な局面で、時間を割ける量がクリ
ティカルになる



新参者としての対処

• 戦わない…平身低頭

• 問いかけ…ほとんど応答はない

• 放置…だが、書かれる立場が絡むと難しい

• 踏み越し…思わず、から、一歩踏み込む



アカデミズムとの連携？

• 定説の記述はアカデミズムの仕事では
ない（少なくとも、中心的な仕事では
ない）　中心は＜独自研究＞

• 仮説の提起、事実の検証、解釈と相互
批判が仕事のほとんどを占めている
　　→ 定説の記述作業は評価されない
　　　　（代表者にでもならない限り）



アカデミズムとの連携？

• 定説の記述は、ウィキペディアのように
普段に変化する記述媒体にはなじまない

• むしろ、 ＜独自研究＞を揉む場としての
可能性…匿名／顕名？

　…いずれも林さんに先に言われました



民主主義と裁定者の不在

• アカデミズムにおける「裁定者」とし
ての学会組織の権威/権力

• ウィキペディアの民主主義
　　匿名/無責任な声を排除しにくい
　　（もちろん、良い点もある）



民主主義と裁定者の不在

• 民主主義的に合意形成を目指せば、相当
に大きな時間とエネルギーの投入が必要

• 個人の人生/生活のどの部分を民主主義
的に処理するかは、個人の選択

• ウィキペディアへ情熱を傾けられるのは
どういう人か？



？アカデミズムとの連携
　　　….かなり大きな疑問符が…



周縁からのひとつの眺望

• とりあえず、縁あってウィキペディア
の周縁にたどり着いた者にやさしいコ
ミュニティであってほしいが、それが
叶わないことを理解した上で関わる必
要がありそう

• アカデミズムとは、かなり異なる世界
としてのWikipediaコミュニティ



おまけ：取り組みへのやぶ睨み

• アカデミズムの立場からの評価の仕組
みは設けられるか　？

• 実名文化と匿名性

• 責任を回避する便法としての
　「学生」による執筆・編集の奨励　？


